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令和２年度 第１回松本市地域づくり市民委員会 会議要旨 

 

開催日時  令和２年８月２５日（火曜日） 午後３時から午後４時３０分まで 

開催場所  松本市役所 東庁舎３階 議員協議会室 

出席者（敬称略） 

委員   降旗都子（委員長）、丸山宗志（副会長）、内山博行、大門千恵美、臼井和夫、

鳥羽弘幸、山下京子、窪田隆彦、久保 愛、赤羽 勝、相原功子、濵由佳子、

小林 修、松山紘子 

（欠席 倉田美智子、倉澤 聡） 

助言者  第４期地域づくり市民委員会委員長 廣瀬 豊 

事務局  地域づくり部長 市川英治 

      地域づくり課  課長 高橋伸光、協働推進担当課長 清澤明子、 

課長補佐 廣田圭男、協働推進担当主査 柳本真里、 

地域づくり担当主査 床尾拓哉 

 

１ 開会 

（進行 事務局 地域づくり課長 高橋） 

 

２ あいさつ 

（地域づくり部長 市川) 

 

３ 地域づくり市民委員会について 

（事務局 床尾） 

・ 松本市地域づくり市民委員会設置要綱に基づき委員会の概要を説明 

・ 松本市市民活動推進委員会との統合に伴い、新たに追加された第２条第３項、第４

項、第７条、第８条ほかについて説明 

 

４ 自己紹介 

・ 各委員及び事務局による自己紹介 

 

５ 委員長・副委員長の選出 

・ 要綱第５条２項に基づき、次のとおり選出 

委員長  降旗 都子 委員 

副委員長 丸山 宗志 委員 

 

＜正・副委員長あいさつ＞ 

（降旗委員長） 

・ 委員会のメンバーが一新されたこともあり、継続委員のなかから選ばれた。力不足だ
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とは思うが、皆さんの力を借りながらやっていきたい。 

（丸山副委員長） 

・ 観光のまちづくりを研究してきたが、有識者枠での委嘱を甚だ恐縮に感じている。少

しでも降旗委員長をサポートできるよう頑張りたい。 

 

６ 会議事項（議長 降旗委員長） 

⑴ 松本市の地域づくりについて 

（事務局 廣田） 

・ 松本市の地域づくりについて、別冊１「松本市の地域づくり施策」に基づき説明 

＜質疑等＞ 

・ なし 

 

⑵ 委員会のこれまでの活動経過 

ア 地域づくり市民委員会 

（廣瀬前委員長） 

・ 別冊２「松本市地域づくり市民委員会提言書」、別冊３「松本市地域づくり市民委

員会提言書」、別冊４「松本市地域づくり市民委員会 第２期委員会レポート 地域

づくりセンターの現状と課題について」、別冊５「松本市地域づくり市民委員会提言

書」、別冊６「松本市地域づくり市民委員会第４期委員会レポート」に基づき説明 

イ 市民活動推進委員会 

（協働推進担当課長 清澤） 

・ 別冊７「松本市市民活動推進委員会 第６期委員会レポート」に基づき説明 

＜質疑等＞ 

・ なし 

 

⑶ 第５期の活動方針（案）について 

（事務局 床尾） 

・ 資料に基づき説明 

＜質疑等＞ 

・ なし 

⑷ 今後のスケジュールについて 

（事務局 床尾） 

・ 資料に基づき説明 

＜質疑等＞ 

・ なし 

 

⑸ その他 

＜意見等＞ 
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（降旗委員長） 

・ 普段の暮らしのなかで感じていることを率直に話していただくことに、この委員

会の意味がある。それぞれの立場から地域を見つめなおし、忌憚のない意見をいた

だきたい。 

（小林委員） 

・ 第４期同様、グループワークを取入れてほしい。ワールドカフェも評判が良かっ

た。今回もやってもらえるか。 

（事務局 床尾） 

・ 委員長、副委員長と相談したい。会議の進め方や手法については、引き続き皆さ

んから意見をいただきたい。 

（小林委員） 

・ その場に集まってから考えるのでは、浅いアイディアしか出てこない。議論する

テーマを事前に伝え、各委員があらかじめ意見を書き出し提出してはどうか。 

（事務局 床尾） 

・ 事前の投げかけはしていく。委員の負担にならない範囲で検討したい。 

（小林委員） 

・ 負担にならないようにと考えているとそれなりのことしかできない。それぞれ立

場もあり、経験豊富な方が集まっている。ある程度の負担はお願いしたい。 

（降旗委員長） 

・ 中身のある会議にしたい。小林委員のご意見もふまえながら検討していく。 

・ それぞれの立場から「地域」について考えてきてもらいたい。 

 

（以上） 


